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築
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、
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谷
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上
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０
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黒

Ｔ
高高

Ｆ．Ｂ｛熊

●

黒

に
好
調
を
示
し
Ξ
分
、
四
分
、

と
ト
ラ
イ
を
重
ね
早
く
も
大
き
く
リ
ー
ー

Ｆ

を
奪
う
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。
和
賀
高
ホ
ワ
　
ー
・
ド
懸
命
の
反
撃
を
試
み
し

も
我

を
呉

｀
・
ｉ

・
一
刀乙

ホ
ヮ
ー
ド

ず
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顎

午

又
よ
ぐ

に
入
り
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れ
を
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さ
え
、
そ
の
柵

拡
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好
調

し
か
も

和賀

鮮
　
　
報

－
－

部

冬
眠
か
ら
屏
め
て
天
地
の
總
て

に
輝
く
前
迄
に
向
つ
て
力
張
く
そ
の
第

出
さ
ん
と
す
る
と
き
、
吾

・
一

４
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一

光
明
を
胸

歩
を
踏
・
み

ｙ
ａ

、
｀
μ

た
光
輝

ラ
ク
ビ
ー
部
も
先
輩
諸

あ
る
偉
統
を
念
頭
に
、

新
た
に
部
長
と
し
て
迎
え
た
先
輩
の
・
角
掛
先
生
を
始

め
戸
嶋
先
』
生
や
諸
先
輩
の
方
々
の
御
指
導
の
下
に
部

員
一
丸
と
な
っ
て
、
聡
下
は
も
と
よ
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宿
望
の
東
北
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覇
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い
て
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国
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覇
を
賓
現
せ
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踏
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．
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鐘
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迎
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収
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恰
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縁
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仙
台
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踪
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Ｉ
Ｉ
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岩
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．
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燈
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岩
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岩
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命
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漕
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意
気
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衛
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の
辱
あ
り
今
度
も
是
非
９
・
た
れ
ぱ
な
ら
ぬ
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影
つ
て
晴
れ
の
東
北
大
分
に
出
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す
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の
だ
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岩
商
計
宮
古
高

昌
岩
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岩
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膜
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．
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台
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岩
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仙
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鶴
岡
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舷
撮
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努
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。
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工
と
の
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戦
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選
手
の
熱
血

は
高
鳴
っ
た
。
若
し

芦

心

の
宿
望
仝
同
訓
胡
・
も
夢
で
は
な
い
の
だ
。

で
試
晦
開
始
の
ホ
イ
ス
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を
待
つ

ホ
ワ
ー
ド
は
互
角
の
技
を
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し
、

泡
一
退
の
白
熱
戦
を
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開
し
た
が
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半
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い
岩
高
師
の
服
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じ
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の
攻
撃

物
凄
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と
得
黙
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し
ご
逐
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た
り
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で
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仝
國
制
覇
の
・
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淡
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０
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削
選
手
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記
念
招
待

　
七
人
制
ラ
ク
ビ
ー
ー
大
命

十
一
月
三
日

平
俗
高
等
學
校
グ
ラ
ン
ド

盛
高
、
高
松
高
、
平
鮒

　野

　藤

組

鴻
久
他
佐

’
‘
Ｉ
’
、
Ｉ
″
ｓ
、

　
Ｅ

　
Ｔ

C
Q
　
‐
‐
‐
‐
‘

Z

L
Q

‐
‐
‐
～
‐
’
C
i

か
く
し
て
優
勝
視
を
授
輿
さ
る
。

○
仝
同
断
創
高
校
ラ
グ
ビ
ー

　
競
技
大
命
岩
手
話
惣
選

自
十
月
十
日
至
十
月

上
田
替
大
グ
ラ
ン
ド

加
校
　
岩
高
、
盛
高
、
高
松

○
獄
下
七
人
制
ラ
ク
ビ
ー
大
命

上
田
娶
大
グ
ラ
ン
ド

十
月
九
日

校
　
岩
高
、

盛
高

尻
高
、
一

Ｉ

‐
‐
０



ｈ
や
、

ふ
£

な
か

a
;
z
:
z
!

岩
高
Ａ
Ｍ

第
一
回
教

　
岩
高
Ｂ
６

　
　
　
２
（
ぺ

準
決
勝

　
岩
高
Å
6
7

　
岩
高
Ｂ
Ｏ

､~Å-、

１１３

､~Å-、ｒＪ-、ら、

３３

ＷＶ~″｀-V-.″｀●’y-･゛

６
高
松
高

６
黒
高
Ｂ

Ｏ
和
賀
高
Ｂ
・

０
黒
高
Ａ

2
1
高
松
高

３
高
松
高

た
。
し
か
も
、
１
誹
っ
て
益
々
兜
の
緒
を
し
め
よ
、
下

級
生
諸
君
、
い
つ
ま
で
も
井
の
中
の
蛙
に
・
廿
ん
じ
て

い
る
こ
と
は
な
い
。
今
後
大
い
に
先
荒
諸
兄
の
散
訓

と
熱
あ
る
校
友
諸
君
の
・
廊
援
と
を
侯
っ
て
目
指
す
は

吾
々
の
力
を
満
天
下
に
知
ら
し
む
べ
く
中
央
に
出
る

の
だ
。
百
里
の
逍
を
究
め
る
た
め
に
は
最
初
・
の
一
歩

か
ら
始
め
ね
・
ば
な
・
ら
ぬ
。
徒
に
砂
Ｌ
ゐ
・
誹
閣
を
建
て

る
事
に
の
「
ぷ
’
勢
・
を
・
費
し
て
は
な
ら
な
い
。
後
輩
諸
君

よ
ろ
し
く
こ
の
事
を
謄
に
銘
じ
、
試
合
に
泣
か
ず
し

て
規
律
あ
る
練
習
に
泣
き
、
必
ず
経
蔵
弑
工
を
破
っ

て
も
ら
い
た
い
。
　
　
　
　
　
　
（
小
初
経
雄
ニ
記
）

優
勝
栢
は
我
の
手
に
録
す
。

　
　
○
黒
潭
尻
町
長
杯
孚
奪
ラ
ク
ピ
ー
大
分

日
一
時
　
自
十
一
月
．
五
日
至
十
一
月
六
日

場
　
所
　
和
賀
高
校
グ
ラ
ン
ド

7
D

‐
‐
‐

C
y
2

ナ
ル
テ
ィ
）
８
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
差
で
勝

2721００

００

七

９１２　０ ０

ら････゛－ｙ－

5314

　UＩ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－
－
一
－
ｉ
一
―
－
Ｉ
Ｉ

快
　
　
勝

　
岩
筒
・
・
Ａ
リ
｛

1
1

3
川
言

　
堂
々
町
長
杯
を
獲
得
す
。

　
斯
ぐ
し
て
終
え
た
今
年
の
戦
跡
を
振
り
・
返
っ
て
見

る
と
、
今
春
来
の
努
力
Ｉ
の
・
殼
も
・
空
し
か
ら
・
ず
吾
々
は

今
や
意
気
揚
々
、
噺
下
に
・
覇
を
高
唱
す
る
事
が
出
来
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